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くろまぐろ型ＴＡＣ試行の検討について

（平成２８年１月４日付水産庁資源管理部長通知より抜粋）

１ 第１管理期間（※）を通じた漁獲管理の課題としては、

（１）国際約束である漁獲上限等の遵守の確保が求められる中、当該遵守措

置の内容は、今後国際的な資源評価の結果により定期的に見直される可能

性があることを前提に国内管理を徹底する必要があること、

（２）クロマグロは多くの漁法で漁獲され漁場の偏りも大きい中で、関係者間の

公平性・透明性を確保し迅速かつ確実な漁獲量の把握が必要であること、

などが上げられます。

２ このことから、我が国漁獲上限の遵守・徹底を図っていくためには、法令に

基づく数量管理を検討していく必要があり、現行の漁獲可能量制度を活用し

た「くろまぐろ型ＴＡＣ」の検討を進め、具体的な事例検討を図る観点から平成

28年７月より試行します。

３ 具体的な進め方としては、

（１）国の水産政策審議会資源管理分科会や各都道府県における海区漁業

調整委員会等の御意見を伺いながら、試行にむけて、国の基本計画案、各都

道府県計画案の作成を進めます（平成28年５月から６月を目途）。

（２）また、くろまぐろ型ＴＡＣの特徴と数量管理上の注意事項をまとめたガイド

ラインを別途取りまとめます。

※

第１管理期間は平成２７年１月１日～平成２８年６月３０日の１年６ヶ月

第２管理期間は平成２８年７月１日～平成２９年６月３０日の１年
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